
［コントロール・バンディングの入力様式］ 1 
 2 
        １．液体    3 
     4 
     5 
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２．固体 22 
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○ 報告事項： 1 
作業場の状況、作業実態等について報告を求めることとする。報告項目は以下の2 

通りとする。 3 
            4 

［報告項目］ 5 
・ 事業場かかる情報 6 

（事業場の名称、所在地、代表者名、労働者数等） 7 
・ 作業にかかる情報 8 

－ 作業室等の規模（屋内／屋外、作業室の㎡、通気状況） 9 
－ 工程別作業内容（概要、手作業／機械作業の別） 10 
－ 工程別の従事作業者数 11 
－ 工程別の取扱量（1日当たり） 12 
－ 工程別の作業の頻度（作業頻度／月、作業者当作業頻度／月、回数／日 13 

回数／年） 14 
－ １回当たりの作業時間 15 
－ 工程別取扱い時の対象物の温度／対象物の性状 16 
－ 発生抑制措置の種類（密閉化施設の概要、換気施設の概要（局所排気装 17 

置／プッシュプル型換気装置、外部排気／循環型（フィルター／吸着剤）、18 
排気能力／フード等の有無）、工学的管理、全体換気（排気能力）、無） 19 

－ 保護具の使用状況（保護具の種類（マスク、保護衣、保護手袋）、保守管20 
理状況） 21 

－ 作業環境測定の実績 22 
－ 作業指揮者の配置 23 
－ 作業手順書の整備状況 24 
－ リスクアセスメントの実施の有無 25 

              26 
［二次報告様式のイメージ］ 27 
 28 

［作成中］ 29 
 30 
 31 

(２) ばく露調査 32 
有害物ばく露作業報告の２次報告等により収集されたデータをもとにばく露が高 33 

いと推定される事業場、特殊な用途・作業のある事業場を選定し（２次スクリーニン34 
グ）、ばく露実態調査を行う。 35 

    36 
１） 調査対象事業場の選定 37 

    38 
① 選定条件 39 

ばく露が高いと推定される事業場、特殊な用途・作業のある事業場 40 
    41 

② 選定方法 42 
選定にあたっては、ばく露評価モデルの活用その他の方法によりばく露レベル 43 

を推定し、調査の優先順位を付した調査事業場のリスト（優先調査事業場リスト）44 
を作成の上、優先順位に従って調査協力を求める。 45 

なお、調査事業場数については、国内事業場の統計的推定が可能な数を確保す 46 
ることとする。 47 

また、特殊な用途・作業のある事業場については、個々の報告内容を確認して 48 
選定する。 49 

    50 



③ モデルによる推定 1 
有害物ばく露作業報告により収集されたデータ等については、可能な場合には、 2 

ばく露評価モデルを活用しばく露レベルを推定する。 3 
    4 

［ばく露評価に活用可能なモデル］ 5 
 6 

ＪＩＳＨＡ方式（中央労働災害防止協会） 7 
ＥＡＳＥモデル（英国ＨＳＥ） 8 
コントロール・バンディング（英国ＨＳＥ、ＩＬＯ） 9 
ＲＩＳＫＯＦＤＥＲＭ（ＥＵ） 10 
ＴＲＡ（欧州化学物質環境毒性センター（ＥＣＥＴＯＣ）） 11 
ドイツ連邦安全衛生研究所（ＢＡｕＡ）手引き書 12 
 ほか 13 

 14 
これらばく露評価に活用が可能なモデルの概要は【参考２】のとおりである。活用15 

に際しては、複数のモデルを比較検討し、よりばく露実態にあったモデルを選定する16 
ことが適当である。 17 
 18 
④ ばく露の推定が難しい場合の対応 19 

ばく露が高いと推定される事業場の推定が難しいと判断される場合には、以下の20 
手法を参考にランダムサンプリングを行う。 21 

 22 
［事業場のランダムサンプリングの手順（案）］ 23 

     24 
１ 目的 25 

ばく露が高い事業場の推定が困難な場合においては、高いばく露の事業場 26 
を１つ以上含むサンプリングループを選定すること。 27 

       28 
２ 手順 29 

○ ステップ１： 30 
下表を使ってサンプリングすべき事業場の数を決定する。本表は信頼度 31 

90％の確率でばく露レベルが上位10％のばく露が高い事業場が1つ以上含ま32 
れるサンプルサイズ（必要なサンプル数：ｎ）を示す。 33 

         34 
     35 
     36 
     37 
     38 
     39 
     40 
     41 
     42 
     43 
     44 

グループＮのサイズ 必要サンプル数ｎ

８

９

１０

１１～１２

１３～１４

１５～１７

１８～２０

２１～２４

２５～２９

３０～３７

３８～４９

５０

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

 45 
 46 
            Ｎ：元のグループサイズ 47 
             ｎ：サンプルサイズ又はサンプルグループサイズ 48 
             （ｎがＮ＜７の場合はｎ＝Ｎ） 49 
           50 


